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2012年6月20日

一般社団法人 日本化学工業協会

国際化学工業協会協議会（ICCA）、
リオ＋20で化学が可能にする持続可能なソリューションを強調
現在ブラジルのリオデジャネイロで国連持続可能な開発会議（リオ＋20）が開催されています。国際化学工業協会協議会（ICCA）は、6月19日に現地で行われたビジネス会議（Business Action for Sustainable Development）において、パネルディスカッションを開催し、化学産業による持続可能な開発およびグリーン・エコノミーへの貢献について紹介しました。
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「1992年にリオデジャネイロで開催された最初の地球サミット以来、化学産業はよりグリーン・エコノミーを可能にするソリューション（解決策）を実現する上で非常に重要な役割を果たしています。」とICCA会長であるAndrew N. Liverisダウ・ケミカル会長兼CEOが語っています。「地球サミットから20年以上もたった今日、化学産業はリオ＋20の積極的な参加者であり、日々サスティナビリティをもたらし、そして化学の応用を通じてのみ可能となる革新、技術、および製造工程を強調しています。」

化学産業のリーダーや政府、労働団体からのステークホールダーが参加したICCAのパネルディスカッションでは、安全で十分な食料の供給を確実にすること、世界中で清潔な飲料水を提供すること、医学のブレークスルーを通じて公衆衛生を守ること、現在のエネルギー使用法を変換すること、そしてよりクリーンな環境のために温室効果ガスの放出を削減することを含む、社会がより切迫した世界的なニーズを満たすことを可能にするために化学産業が果たすことのできる役割が強調されました。
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さらにICCAのパネルディスカッションでは、リオ＋20における最もキーとなる優先事項の一つであり、そしてより安全な化学品管理のための2020年の目標に向けて前進するための国際フォーラムである国際的化学物質管理のための戦略的アプローチ（SAICM）に焦点が当てられました。ICCAはまたリオ＋20の成果として資源効率と経済発展の両方を強調するグリーン・エコノミーへの柔軟で、カスタマイズ可能なロードマップの策定を支援しています。
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「資源効率は、乏しい資源の持続可能な利用を促すためには必要不可欠です。」とパネリストであるブラジルの化学企業ブラスケムのCarlos Fadigas CEOは話しています。「私たちは商品とサービスを効率的に生産し、そしてそれらを今までとは異なって消費することに対して、コミットをして持続可能な消費やならびに持続可能な生産を強調しなければなりません。それを達成するためには、各社がサスティナビリティを事業戦略の中核的な推進力と考えることが非常に重要ですし、そうした化学企業がますます増えています。」
ICCAと化学産業は、自主的活動であるレスポンシブル・ケア活動とグローバル・プロダクト・戦略（GPS、日本化学工業協会ではJIPS）を通じて化学品のライフサイクルを通して、そしてその予定された使用に対する安全で、責任のある、そして持続可能な管理を確実にするために努力しています。
「レスポンシブル・ケアは世界の化学産業のサスティナビリティに対するコミットメントの中心となるものです。」とパネリストであるアクゾノーベル社北米部門のFrank Sherman社長は語っています。「レスポンシブル・ケアを通じて私たちは、私たちの環境、衛生および安全における業績を継続的に高め、そしてバリューチェーンを通して化学品を効果的に管理しています。」
リオ＋20における化学産業のその他の優先事項としては、国連環境プログラム（UNEP）が持続可能な発展のための全体の枠組の中でより効果的に環境問題を調整し、そして取り組むことができるようにUNEPを強化すること、ならびに各国際機関の間での科学政策の接点を高めること、発展途上国の参加を促すこと、および関連機関に向けた政策の枠組と融資との間につながりを確立することなどが含まれています。さらに、持続可能な発展のための制度的枠組みに関する議論は、政府間レベルでの持続可能な開発への包括的アプローチに向けた実際的で現実的な改革に焦点をあてたものでなければなりません。
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国際化学工業協会協議会（ICCA）とは

国際化学工業協会協議会 (ICCA) は、2011年に売上高が3兆ユーロ（医薬品を含む）を超えた産業部門である全世界の化学工業界を代表する団体です。この売上高の90％以上がICCAのレスポンシブル・ケアを推進しています。ICCAは、レスポンシブル・ケアのほか、グローバル・プロダクト戦略を通じた化学品の安全管理、気候変動問題をめぐる国際協議、政財界の連携、規制関連問題、ステークホールダー支援、政策提言、コミュニケーションに重点を置いた活動を推進しています。詳しくは、ICCAのウェブサイト（http://www.icca-chem.org/）をご参照下さい。
同封の資料は、6月19日に開催されたICCAのパネルディスカッションで配布された「ICCAとサスティナビリティ：持続可能な開発およびグリーン・エコノミーへの世界の化学産業の貢献」の日本語版です。





■本件に関するお問い合わせ先■


一般社団法人日本化学工業協会　広報部　高橋（TEL：03-3297-2555）





パネラーは、右から、


■Greg Bond (Corporate Director of Product Responsibility, Dow; Co-chair, ICCA Chemical Policy & Health Leadership Group)


■Herman Mulder (Chairman, Global Reporting Initiative)


■Frank Ｓｈerman (President, AkzoNobel North America)


■Carlos Fadigas (CEO, Braskem)


■Nolton Freitas (Senior Advisor of Social and Public Policy , Union of Workers on Chemical Industries)


■Martin Kayser (Senior Vice Product Stewardship, BASF; Co-Chair, ICCA Chemical Policy & Health Leadership Group)





リオデジャネイロのホテルで行われた


ICCAのパネルディスカッションの模様
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